
学校番号 １００２ 

令和３年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 
地理Ｂ 

（地理Ｂ－１） 
単位数 ２単位 年次 ２・３年次 

使用教科書 
地理Ｂ（東京書籍） 

地歴高等地図 現代世界とその歴史的背景（帝国書院） 

副教材等 
新詳地理資料 COMPLETE２０２０（帝国書院）（３年） 

新詳地理資料 COMPLETE２０２１（帝国書院）（２年） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、様々な地理的課題について、自らまたは共に考えて解決する姿勢を求める。 

・毎回、「今日の課題」を提示し、まずは教科書、地図帳、資料集などの手元の教材を駆使して、

グループまたは個人で結果を予想し、議論し、解決し、それを発表するということに取り組む。 

・そののち授業担当者が解説を加え、必要に応じて答えに修正、補足を加えることで、より理解を

深める。 

・単元ごとに理解度確認テストを課し、知識を定着させたうえで、定期テストに臨む。 

 

２ 学習の到達目標 

・教科書、地図帳、資料集には多くの地理的知識が凝縮されている。それらを駆使する中で地理的

思考力を培い、社会の様々な事象を地理的空間的にとらえる眼を養う。 

・地理Ｂ－２と連続するＢ－１では、地図、地形、気候、産業、生活文化といった系統的内容につ

いて理解を深め、Ｂ－２で取り組む地誌的内容の理解のベースとなる知識を身につける。 

・国際化の現代を生きるうえで必要なグローバルな世界観を育て、その中での日本や自分の住む地

域、ひいては自分自身の主体的なあり方を考える一助とする。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

現代の様々な自然現

象や社会現象が起こ

る背景・原因やもたら

す影響・結果について

知ることで、自分の身

近ではない外の世界

に関心を深め、知る楽

しみから、知りたい意

欲へと高まっている。 

自分や周りの人との

協力で課題を解決す

ることで、思考力が刺

激し合え、自分とは異

なる考え方を知るこ

とで、自分の判断力向

上に役立ち、発表を通

じて意見表明する力

が育っている。 

多くの資料の中から

導き出したい答えの

ための適切な取捨選

択ができ、有効に活

用できている。 

まとめるにあたり、

わかりやすく図表

化・地図化できてい

る。 

課題解決の基礎とな

る自然地名・国名の

類や地図の正しい見

方、図法や地形名称、

気候区分、産業分類、

世界の地域区分など

の地理的知識を身に

つけている。 

評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

振り返りシート 

観察 

ワークシート 

発表内容・発表態度 

定期考査 

観察 

ワークシート 

レポート 

理解度確認テスト 

定期考査 

理解度確認テスト 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

月 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１０ 

地
理
的
技
能 

・現代世界と地図 

・地図の種類とその利用 

・地理情報の地図化 

・地図の活用と地域調査 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:設定された地域調査に対し

て意欲的に取り組んでいる。 

b:地域調査にあたり皆と協力

し合って取り組んでいる。 

c:地図を使って正しく有効に

表現できている。 

d：地図の種類、図法、地図表

現の知識を習得できている。 

ワークシート 

レポート 

振り返りシー

ト 

発表 

理解度確認

テスト 

１１ 

自
然
環
境 

・世界の地形 

・世界の気候 

・日本の自然の特徴と人々の

生活 

・環境問題 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

a: 環境問題の設定された課題

に対し、意欲的に取り組んでい

る。 

b:課題解決にあたり皆と協力

できている。 

c:発表にあたり、有効に地図や

図表を活用できている。 

d:世界の地形や気候に関する

基本的知識が習得できている。 

ワークシート 

振り返りシー

ト 

発表 

理解度確認

テスト 

１１

１２ 

資
源
と
産
業 

・産業の発達と変化 

・世界の農林水産業 

・食糧問題 

・世界のエネルギー鉱産資源 

・資源エネルギー問題 

・世界の工業 

・第 3 次産業 

・世界を結ぶ交通・通信 

・現代世界の貿易と経済圏 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a: 食糧問題や資源エネルギー

問題、貿易問題等の設定された

課題に対し、意欲的に取り組ん

でいる。 

b:課題解決にあたり皆と協力

できている。 

c: 多様な産業統計について地

図を用いた正しい表現ができ

ている。 

d:地理用語を正しく理解し、活

用できている。 

ワークシート 

振り返りシー

ト 

発表 

理解度確認

テスト 

 

定期考査 

１ 

人
口
・村
落
・都
市 

・世界の人口 

・人口問題 

・村落と都市 

・都市・居住問題 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

a: 人口問題や都市居住問題の

設定された課題に対し、意欲的

に取り組んでいる。 

b: 課題解決にあたり皆と協力

できている。 

c:人口統計や経済指標につい

て地図を用いた正しい表現が

できている。 

d:人口、村落･都市に関する用

語を正しく理解し、活用できて

いる。 

ワークシート 

振り返りシー

ト 

発表 

理解度確認

テスト 



２ 

３ 

生
活
文
化
・民
族
・宗
教 

・生活文化 

・民族と宗教 

・現代世界の国家 

・民族・領土問題 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:民族･領土問題の設定された

課題に対し、意欲的に取り組ん

でいる。 

b: 課題解決にあたり皆と協力

できている。 

c:宗教や民族の分布、民族紛争

などの地図を用いた正しい表

現ができている。 

d:宗教、民族に関する用語を正

しく理解し、活用できている。 

ワークシート 

振り返りシー

ト 

発表 

理解度確認

テスト 

 

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を

付けている。 

 


